
粗大ごみ受付センターにおける「粗大ごみの電話受付割合」をR5年度以降毎年度5％ずつ減じ、
令和9年度末には50％以下とすることを目標にしています。

導入経緯

「新潟市コールセンター」のR3年度問い合わせ件数約6万件のうち、
「約3割」（19,000件）が「ごみ・リサイクル」で最も多い。
また、「粗大ごみ受付センター」のR3年度の受付総件数10万件の内、減じる

電話受付は「約8割」（8万件）。
「ごみ」に関する問い合わせ数を減じることで行政コストのスリム化と、

市民サービスの向上を図るため、電話応対の代替として10月1日から運用開始。
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R3年度新潟市コールセンター実績 R3年度粗大ごみ受付センター受付実績と今後の目標

新潟市ごみ関連チャットボットについて 資料４

年5％ずつ割合を減じ、
R9には電話受付割合を5

割以下としたい。
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＜回答表示後＞
回答結果に応じて、
候補の表示順位が変動

実際の利用画面

１．ごみの分別
①直接入力する場合
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②選択肢を選んでいく場合
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２．粗大ごみ処理手数料
粗大ごみの手数料を調べたい場合も、直接入力の他、「粗大ごみ手数料」のカテゴリーを選択し、品目の名前を選ん

でいくことで、回答にたどり着きます。
手数料案内に併せてインターネット受付への誘導を行うことで、インターネット受付割合の上昇を狙います。
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３．ごみの収集日（ごみカレンダー）
ごみの収集日を調べたい場合は、直接お住いの町名を入力いただくか、「ごみの収集日」のカテゴリーからお住いの

町名を選択することで、ごみカレンダーを開くことができます。
複数のごみカレンダーがある地域は、地図上でご自宅を選択すると、ごみカレンダーが開きます。
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＜回答不可FAQ登録の例外＞

４．運用
AIはインターネット環境から日々新たな言葉を覚えたり、満足度アンケートによって自動的に最適な回答を学習します。
しかしながら、中には回答できない言葉も発生します。
そのような回答ができなかった言葉については、日々担当職員が確認し、その答えを登録しています。

ごみに関係ない言葉や、あいさつはAIに覚えさせません。

より多くの言葉で質問いただいたり、回答表示後の
アンケート結果に応じてチャットボットの回答制精度が高まっていきます。

是非ご利用いただきますようお願いします！
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